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青少年問題の悩みなどお気軽に

　　24-

汀需

(日曜･祝日除く毎日午前9時~午後s時

新茶の季節真っ盛り

み
ん
な
で
育
て
よ
う

　
　
ふ
る
さ
と
宇
治
の
お
茶

　
お
茶
の
町
宇
治
市
は
今
、
新
茶
の
季
節
の
真
っ
最
中
。
市

内
の
茶
園
は
茶
摘
み
姿
で
活
気
に
あ
ふ
れ
、
町
は
新
茶
の
香

り
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
伝
統

産
業
で
あ
り
、
暮
ら
し
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
お
茶
。
身

近
ゆ
え
に
つ
い
見
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
な
ふ
る
さ
と
の
お

茶
を
、
も
う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

伝
統
が
は
ぐ
く
ん
だ
昧

　
　
お
茶
は
宇
治
市
の
顔

　
わ
た
し
た
ち
の
町
、
宇
治
市
の

代
表
的
な
産
業
で
あ
る
お
茶
９
宇

治
茶
は
、
数
あ
る
お
茶
の
中
で
、

お
茶
の
代
名
詞
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

全
国
に
知
ら
元
て
い
ま
す
。
こ
の

ふ
つ
に
日
本
を
代
表
す
る
高
級
茶

の
宇
治
茶
は
、
茶
づ
く
り
に
適
し

た
宇
治
の
風
土
に
は
ぐ
く
次
れ
、

七
百
七
十
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統

か
痔
っ
て
い
ま
す
。

▲池本市長も加わって、宇治新茶１号の茶摘み。この日から市内でも茶摘みが始ま

　り、町に新茶の香りが漂います（4月22日、茶業センターの茶園で）。

　
こ
の
伝
統
に
培
わ
れ
た
高
級
茶

づ
く
り
の
技
術
は
極
め
て
高
く
、

各
地
の
茶
づ
く
り
技
術
盈
讐
杢

国
茶
品
評
会
や
関
西
茶
品
評
会
で
、

第
一
位
や
産
地
賞
（
て
ん
茶
）
を
た

び
た
び
獲
得
し
て
い
ま
ず
。
ま
た
、

宇
治
市
は
、
全
国
か
ら
お
茶
が
集

ま
り
、
全
国
へ
と
売
ら
れ
て
い
く

集
散
地
と
し
て
も
、
そ
の
名
を
知

ら
元
て
い
ま
す
。

　
宇
治
茶
を
取
り
巻
く

　
　
　
　
　
厳
し
い
環
境

　
現
在
、
市
内
の
茶
園
面
積
は
約

九
十
二
ベ
ク
タ
ー
ル
。
そ
の
中
で

は
ヽ
茶
園
に
皿
い
を
か
け
て
日
陰

の
中
で
伸
び
た
新
芽
を
摘
む
覆
下

茶
園
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
産
量
で
は
、
約
六
五
％
が
「
て

ん
茶
（
臼
で
ひ
い
て
粉
末
に
し
た

の
が
抹
茶
）
」
、
約
二
〇
％
が
「
玉

露
」
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民

　
し
ぶ
し
、
都
市
化
の
著
し
い
宇

治
市
で
は
、
茶
園
は
次
第
に
減
少

し
て
き
て
い
未
了
。
残
っ
た
茶
園

も
、
住
宅
と
隣
接
す
る
所
が
多

く
な
り
、
農
薬
散
布
・
施
肥
な
ど

に
よ
る
環
境
問
題
、
犬
の
フ
ン
や

ゴ
ミ
捨
て
な
ど
の
心
な
い
行
為
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
や
清

涼
飲
料
な
ど
へ
と
飲
み
物
の
好
み

が
広
が
り
、
他
産
地
と
の
競
争
も

激
し
ぐ
な
る
な
ど
、
宇
治
茶
を
取

り
巻
ぐ
環
境
は
、
極
め
て
厳
し
ぐ

な
っ
て
い
ま
す
。

　
工
夫
と
努
力
で

　
　
　
宇
治
茶
を
支
え
る

　
こ
の
よ
シ
な
中
で
、
市
内
の
茶

業
関
係
者
は
、
宇
治
茶
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
た
め
、
製
茶
や
栽
培

の
技
術
衆
同
上
さ
せ
、
よ
り
高
級

な
茶
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
康
司

ま
た
、
よ
り
安
全
な
農
薬
を
使
用

す
る
な
芦
都
市
化
へ
の
対
策
も
進

め
て
い
ま
す
。
商
業
面
で
も
、
お

い
し
い
宇
治
茶
を
積
極
的
に
宣
伝

し
、
消
費
を
拡
大
し
よ
フ
と
努
力

し
て
い
ま
ず
。

　
わ
た
し
た
ち
が
日
ご
ろ
何
げ
な

く
見
て
い
る
茶
園
の
一
つ
ひ
と
つ

に
、
そ
し
て
毎
日
飲
ん
で
い
る
Ｉ

参
加

自
由

茶
摘
み
の
つ
ど
い

ロ

’
市
筏
‘
所
　
　
　
ド

頻
　
大
　
Ｌ
-
i
i

t
　
　
！
ｌ
゛
‘

頂
次
回
Ｔ
Ｉ
一
一
「

ト
宇
治
茶
製
法
技
術
保
存
協
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、

宇
治
新
茶
一
号
の
手
揉
み
製
茶
。
手
揉
み
技
術
は
優

れ
た
茶
づ
く
り
技
術
の
向
上
に
、
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
（
４
月
９
一
日
、
府
立
茶
業
研
究
所
で
）
。

杯
の
お
茶
に
は
、
茶
業
に
携
わ
る

人
た
ち
の
こ
う
し
た
工
夫
や
努
力

が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
市
民
ぐ
る
み
の

　
　
　
理
解
と
協
力
を

　
お
茶
は
、
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る

さ
と
宇
治
市
の
素
晴
β
し
い
伝
統

産
業
で
す
。

　
宇
治
が
生
み
、
は
ぐ
ぐ
ん
で
来

た
「
宇
治
茶
」
。
ふ
る
さ
と
宇
治
市

の
顔
、
宇
治
茶
か
寺
り
育
て
て
い

く
た
め
に
は
、
茶
業
関
係
者
の
努

力
だ
け
で
は
な
ぐ
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
理
解
と
協
力
も
ま
た
、
ぜ

ひ
必
要
な
の
で
す
。

日)午前9時半~正午4日月５

　雨天の場合は21日(日)に順延

茶業センター内茶園

★新茶サービス、一煎パックのお土産付
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鳳
凰
湖
（
天
ケ
瀬
ダ
ム
湖
）
を

眼
下
に
、
緑
の
中
を
さ
わ
や
か

ハ
イ
キ
ン
グ
ー

　
天
ケ
瀬
森
林
公
園
は
、
天
ケ

瀬
ダ
ム
右
岸
に
広
が
り
、
面
積

は
約
九
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
こ
の

中
に
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
花
が

咲
き
、
実
が
な
る
木
が
植
え
ら

れ
、
身
近
に
自
然
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
ぶ
っ
、
縦
横
に
遊

市広報ビデオを放映中

　市役所玄関ロビー

　　行政サービスコーナーで

し
て
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す

（
放
映
日
は
、
市
政
だ
よ
り
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
）
。

　
こ
の
「
さ
わ
や
か
宇
治
」
を

は
に
あ
、
市
が
製
作
し
た
次
の

広
報
ビ
デ
オ
を
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
ぐ
た
め
、

市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
、
西
小
倉
・

木
幡
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
’
‐
一
才
・
‐
。

で
随
時
放
映
し
て
い
ま
す
。

つ
昭
和
6
2
・
6
3
年
度
放
映
テ
レ

　
ビ
広
報
「
さ
わ
や
か
宇
治
」

つ
第
4
3
回
国
体
宇
治
市
記
録
映

　
回
「
あ
し
た
に
虹
の
か
け
橋

　
を
」

つ
市
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
「
ラ
イ
ブ
シ

　
テ
ィ
ー
宇
治
」

　
市
で
は
、
テ
レ
ビ
広
報
「
さ
　
　
Ｏ
清
掃
事
業
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
「
住

わ
や
か
宇
治
」
を
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
　
　
み
良
い
町
を
ゐ
ざ
し
て
」

テ
レ
ビ
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
）
で
年
四
回
放
　
　
　
な
お
、
ご
希
望
の
ビ
デ
オ
を

映
。
催
し
、
市
民
生
活
、
文
化
、
　
ご
覧
に
な
り
た
い
時
は
、
受
付

体
育
な
ど
の
市
政
情
報
を
、
わ
　
　
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

か
り
や
す
い
十
五
分
間
番
組
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
）

歩
道
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
ず
。

　
こ
の
程
完
成
し
た
槙
尾
山
展

四
呑
に
登
れ
ば
、
宇
治
市
内
は

も
と
よ
り
、
運
が
よ
け
れ
怯
ハ

阪
湾
ま
で
一
望
す
る
こ
と
も
で

堂
チ
。

　
美
し
い
花
を
楽
し
み
、
森
林

浴
や
バ
ー
ド
ゥ
オ
″
チ
ン
ク
し

な
が
ら
歩
く
に
は
最
適
の
季
節

で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
、
友
達

▲この程完成した棋尾山展望台

と
い
っ
し
ょ
に
、
天
ヶ
㈹
森
林

公
園
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。
お
問
い
合
わ
せ
は

農
林
茶
業
課
（
萱
⑩
3
1
4
1
）

へ
。

　
〈
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
〉

　
○
憩
い
の
広
場
↓
湖
眺
の
丘

↓
せ
せ
ら
ぎ
の
森
（
千
百
五
十

び
、
三
十
分
）
○
せ
せ
ら
ぎ
の

森
↓
サ
ク
ラ
の
道
↓
紅
葉
の
道

↓
ア
キ
ニ
レ
の
道
↓
高
雄
山
↓

憩
い
の
広
場
（
三
千
貝
九
十

分
）
Ｏ
ヤ
マ
ブ
キ
の
道
（
六
百

μ
、
二
十
分
）
○
ニ
シ
キ
ギ
の

遣
（
四
百
μ
、
十
分
）
○
眺
望

の
道
↓
モ
ミ
ジ
の
道
（
千
百
μ
、

四
十
分
）
○
落
葉
の
道
（
五
百

μ
、
二
十
分
）
○
冒
険
の
道
（
四

百
い
、
二
十
分
）

　
★
天
ケ
瀬
森
林
公
園
入
口
の

憩
い
の
広
場
へ
は
、
天
ケ
瀬
ダ

ム
バ
ス
停
か
ら
ダ
ム
上
を
右
岸

に
渡
っ
て
、
徒
歩
約
二
十
分
。

985

天
ケ
瀬
森
林
公
園
へ

　
ち
ょ
っ
と
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
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暮らしに生かそう確かな目

消費生活講座の日程表

　
消
費
者
が
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
求
め
て
い
る
こ
と
を
取
的
上
げ
、

学
習
し
て
い
く
消
費
牛
罵
一
講
座
。

新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る
確
か

な
目
を
養
ラ
た
め
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

～
正
午
▼
会
場
・
・
・
宇
治
市
産
業
会

館
（
宇
治
琵
琶
4
5
1
1
3
）
３
階
第

１
研
修
室
▼
定
員
…
5
0
人
（
先
着

順
）
▼
受
講
料
…
無
料
▼
申
し
込

み
…
自
治
振
興
課
（
容
⑩
1
1
4

1
）
へ
電
話
か
来
庁
で
。

　
な
お
、
当
日
は
保
育
（
二
歳
以

上
）
を
用
意
し
ま
す
。
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
　
（
自
治
振
興
課
）

回 )1日 内　　　容 講師

１ 5/24(40
キャ■/シュレス時代を
生き抜く知恵
一カード時代の落とし穴－

弁.%±

■f野鷹r･さん

２ 5/29
闘

健康づくりのアラカルト
(杜)日本栄養士会
理*

小森瑛r･さん

３ 6/7
俐

正しい靴の選vnと健m
大阪大学非常勁
講師

城り正博さん

４ 6/12
川

新しいスタイルの税金

‐消費税の中身を探る－

税理士

片閻'*/.% さん

５ 6/21
(村

余暇を生かして楽しい

邨らし

京都キャンプ協
会理事
↑i内正照さん

消
費
者

コ
ー
ナ
ー

　
皆
さ
ん
は
日
常
的
に
、
台
所

や
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の
掃
除

に
数
種
類
の
洗
浄
剤
（
カ
ビ
取

り
剤
・
排
水
パ
イ
プ
用
洗
浄
剤

・
洗
濯
用
漂
白
剤
・
ト
イ
レ
用

洗
浄
剤
な
ど
）
を
、
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
洗
浄
剤
の
中

に
は
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
非

常
に
危
険
な
も
の
も
あ
り
、
取

り
扱
い
に
は
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。

　
特
に
塩
素
系
洗
浄
剤
と
酸
性

タ
イ
プ
の
洗
浄
剤
は
、
一
緒
に

使
用
す
る
と
塩
素
ガ
ス
が
発
生

し
。
こ
れ
を
吸
フ
と
死
亡
す
る

こ
と
ち
あ
り
ま
す
。

塩
素
ガ
ス
の
危
険
性

お
知

ら
せ

　
お
た
の
し
み
会

　
子
ど
も
読
書
週
間
（
五
月
一
日

か
ら
干
四
日
）
を
記
念
し
た
お
た

の
し
み
会
で
す
。

　
▼
と
き
・
：
５
丹
1
9
日
出
、
午
後

３
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
図

書
館
集
会
室
▼
対
象
・
：
幼
児
か
ら

小
学
校
低
学
年
▼
内
容
・
：
読
み
聞

か
せ
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
人
形
劇
、

大
型
紙
芝
居
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
第
８
回
宇
治
川
魚
つ
り
大
会

　
▼
と
き
…
５
月
2
1
日
間
、
雨
天

決
行
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
川
一
帯
▼

参
加
受
け
付
け
…
事
前
＝
観
光
セ

ン
タ
ー
（
毎
日
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）
、
当
日
＝
中
の
島
朝
霧
橋
た

も
と
特
設
テ
ン
ト
内
と
京
阪
宇
治

駅
前
（
共
に
午
前
５
時
～
８
時
）
▼

参
加
費
・
：
無
料
▼
魚
の
持
ち
込
み

・
：
中
の
島
朝
霧
橋
た
も
と
特
設
テ

ン
ト
内
（
午
後
１
時
～
１
時
）
▼
魚

種
…
ハ
エ
、
フ
ナ
、
マ
ジ
カ
な
ど
▼

審
査
基
準
…
１
尾
の
長
寸
順
（
活

　
塩
素
ガ
ス
は
こ
ん
な

　
取
り
合
わ
せ
で
発
生

　
塩
素
ガ
ス
は
、
塩
素
系
と
酸

性
の
も
の
の
取
り
合
わ
せ
で
発

生
す
る
の
で
、
次
の
よ
う
な
洗

４
　
剤
の
使
い
方
は
危
険
で
す
。

塩
素
ガ
ス
は
毒
性
が
高
い
が
　
ｍ
・
塩
素
系
ト
イ
レ
用
洗
浄
剤
十

魚
に
限
る
）
▼
表
彰
・
：
中
の
島
（
午

後
３
時
）
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
観

光
協
会
（
豊
⑩
3
3
3
4
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　
▼
と
き
・
：
毎
月
第
２
・
第
ｔ
土

曜
日
の
午
前
９
時
半
Ａ
１
１
時
半
▼

と
こ
ろ
…
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館

▼
定
員
…
2
0
人
▼
講
師
・
・
・
青
山
圭

介
さ
ん
（
京
都
外
国
語
大
学
講
師
）

▼
参
加
料
…
二
百
円
▼
申
し
込
み

…
運
動
用
の
服
と
室
内
用
運
動
靴

を
痔
ち
、
当
日
、
午
前
1
0
時
半
ま

で
に
会
場
へ
。
　
（
商
工
観
光
課
）

　
全
国
戦
没
者
追
悼
式

　
８
月
1
4
日
㈹
、
1
5
日
南
に
東
京

で
行
わ
れ
る
全
国
戦
没
者
追
悼
式

の
参
列
者
を
、
若
干
名
募
集
し
ま

す
。
詳
Ｌ
ｙ
ｙ
は
５
月
2
0
日
出
ま
で

に
福
祉
年
金
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
黄
璧
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
を
、
楽
し
く
安
全
に
利
用
す

る
た
め
の
実
技
講
習
会
で
す
。

　
▼
と
き
…
５
月
2
7
日
出
、
午
後

　
性
浴
室
用
洗
剤

　
事
故
防
止
の
た
め
に

　
掃
除
を
こ
ま
め
に
し
て
汚
れ

を
こ
び
句
つ
か
せ
。
な
け
れ
ば
、

強
力
な
洗
浄
剤
を
使
わ
ず
に
す

み
ま
す
。
使
用
す
る
場
合
は
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

家
庭
用
洗
剤
に

　
　
　
　
ご
注
意
を

ス
で
す
が
、
空
気
よ
り
ｍ
い
の

で
低
い
と
こ
ろ
に
た
ま
り
、
床

な
ど
の
掃
除
中
に
吸
い
込
み
や

す
く
な
り
ま
す
。
狭
く
密
閉
さ

れ
た
場
所
、
ト
イ
レ
、
風
呂
場

の
掃
除
中
に
塩
素
ガ
ス
を
吸
い
、

主
婦
が
死
亡
し
た
例
か
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ト
イ
レ
消
臭
剤

　
ト
イ
レ
消
臭
剤
は
酸
性
。

②
塩
素
系
漂
白
剤
十
弱
酸
性
浴

　
室
用
洗
剤

　
浴
室
用
洗
剤
に
は
、
せ
っ
け

ん
か
す
脆
洛
と
す
た
め
に
弱
酸

性
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

③
塩
素
系
カ
ビ
取
り
剤
十
弱
酸

　
▼
洗
浄
剤
、
漂
白
剤
、
カ
ビ

取
り
剤
は
、
混
ぜ
た
旦
緒
に

使
っ
た
り
し
な
い
▼
カ

ビ
取
り
剤
は
一
種
類
で

も
、
大
量
に
使
わ
な
い

▼
掃
除
を
す
る
時
は
よ

く
侠
気
し
、
あ
と
で
手

か
瓶
う
。

刑自動

車税身
体
障
害
者
は

　
減
免
申
請
を

　
軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日

現
在
の
軽
自
動
車
等
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
康
司
四
月
二
日

以
後
に
廃
車
や
譲
渡
を
行
っ
て

も
、
平
成
元
年
度
分
は
元
の
所

有
者
に
か
か
り
毒
了
。

　
軽
自
動
車
税
に
は
、
身
体
障

害
者
の
た
め
の
減
免
制
度
が
あ

り
未
了
。
減
免
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
一
台

に
限
り
受
け
ら
ひ
ぷ
す
（
た
だ

２
時
と
５
時
の
２
回
▼
と
こ
ろ
・
：

黄
柴
体
育
館
▼
対
象
…
1
5
歳
以
上

の
人
▼
定
員
・
：
4
0
人
（
先
着
順
）
▼

受
講
料
…
千
円
（
要
顔
写
真
）
▼
申

し
込
み
…
５
月
１
　
１
日
間
、
午
前
９

時
か
ら
、
直
接
黄
緊
体
育
館
（
容

⑩
4
0
0
1
）
へ
。
（
公
園
公
社
）

　
母
子
家
庭
奨
学
金
の

　
今
年
度
申
請
を

　
京
都
府
で
は
、
元
年
度
の
「
母

子
家
庭
奨
学
金
」
の
申
請
を
受
け

　
な
お
、
洗
浄
剤
に
「
ま
ぜ
る

な
危
険
」
の
ラ
ベ
ル
が
左
図
の

ふ
つ
に
は
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ラ
ベ
ル
は
塩
素
系
は
黄
色
、

酸
性
は
赤
の
文
字
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
に

も
注
意
事
項
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
表
示
は
十
分
読
ん
で
か
ら
、

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

し
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
税
の

減
免
を
受
け
る
場
合
は
除
く
）
。

①
そ
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
害

　
者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め

　
の
も
の
。

②
身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者

　
の
所
有
す
る
も
の
（
身
体
障

　
害
者
で
1
8
歳
禾
満
の
人
ま
た

　
は
精
神
薄
弱
者
と
生
計
を
Ｉ

　
に
す
る
人
が
所
有
す
る
も
の

　
も
含
む
）
。

付
け
て
い
ま
す
。

　
▼
対
象
…
乳
幼
児
か
亘
局
校
生

　
（
た
だ
し
既
に
府
の
他
の
奨
学
金

か
受
け
て
い
る
人
は
除
く
）
▼
支

給
額
（
年
額
）
…
乳
幼
児
＝
八
千
五

百
円
、
小
学
生
上
万
六
千
円
、

中
学
生
＝
三
万
一
千
円
、
高
校
生

―
四
万
七
千
円
▼
申
請
・
：
申
請
用

紙
を
福
祉
年
金
課
か
母
子
福
祉
推

進
員
に
請
求
し
、
福
祉
年
金
課
へ
。

４
月
１
日
現
在
で
ほ
子
家
庭
の
人

は
、
５
月
末
ま
で
に
申
請
穴
ま

た
、
４
月
２
日
以
降
に
母
子
家
庭

に
な
っ
た
人
、
６
月
１
日
以
降
に

申
請
し
た
人
は
、
申
請
月
の
翌
月

か
ら
支
給
。

　
な
お
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
で

す
。
昨
年
度
受
け
て
い
た
人
も
、

新
た
に
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
詳

に
で
は
福
祉
年
金
課
（
容
⑩
3
1

4
1
）
へ
。
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
公
民
館
映
画
劇
場

　
京
都
の
文
化
や
伝
統
産
業
を
映

画
で
紹
介
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

　
▼
と
き
・
：
５
月
2
0
日
山
、
午
後

１
時
半
と
３
時
半
の
２
回
▼
と
こ

ろ
…
中
央
公
民
館
展
示
集
詣

上
映
作
品
…
数
寄
屋
・
車
大
工
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

　
▼
と
き
…
５
月
2
1
日
間
、
小
倉

小
学
校
集
合
、
午
前
1
0
時
ス
タ
ー

ト
▼
参
加
・
：
自
由
（
児
童
だ
け
の

場
合
は
高
校
生
以
上
の
人
の
付
き

③
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
Ｉ

　
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自

　
動
車
等
で
、
専
ら
身
体
障
害

　
者
等
の
通
学
・
通
院
・
生
業

　
の
た
め
に
運
転
す
る
も
の
。

　
減
免
申
請
の
手
続
き
に
は
、

次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　
▼
減
免
申
請
書
（
市
民
税
課

所
定
）
▼
身
体
障
害
者
壬
帳
（
戦

傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
）
▼
運

転
免
許
証
▼
印
鑑
▼
納
付
書

　
申
請
期
限
は
納
期
限
（
五
月

三
十
一
日
）
ま
で
で
す
。
な
お
、

障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
季
ｙ
。

詳
し
ぐ
は
、
市
民
税
課
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
へ
。
吊
民
税
課
）

添
い
が
必
要
）
▼
定
員
：
6
0
チ
ー

ム
・
5
0
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み

…
５
月
1
7
日
困
ま
で
に
市
民
体
育

課
へ
▼
問
い
合
わ
す
：
市
民
体
育

課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
か
山
本
理

恵
子
さ
ん
（
ａ
⑩
1
4
8
9
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
…
５
月
2
1
日
間
、
午
前

８
時
2
0
分
▼
集
合
場
所
・
：
太
陽
が

丘
体
育
館
前
（
雨
天
の
場
合
は
市

民
総
体
総
合
開
会
式
の
み
参
加
）

▼
コ
ー
ス
…
太
陽
が
丘
↓
紅
葉
谷

↓
天
ケ
瀬
森
林
公
園
↓
大
吉
山
↓

塔
の
島
解
散
の
約
Ｈ
Ｊ
▼
準
四
Ｅ

…
昼
食
、
雨
具
、
水
筒
な
ぺ
交

通
費
は
各
自
負
担
▼
申
し
込
み
…

当
日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ

せ
・
・
・
木
村
長
次
さ
ん
（
豊
⑩
3
6

3
3
）
へ
。
　
吊
民
体
育
課
）

　
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
・
：
５
月
2
7
日
出
か
ら
６

月
１
１
一
日
間
ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜

日
、
全
６
回
。
土
曜
日
は
午
後
５

展覧会のお知ら

せ

社会福祉協議会

のお知らせ

　
　
手
話
教
室

　
　
▼
と
き
…
５
月
2
4
日
團
か
ら

　
７
月
１
９
一
日
困
ま
で
の
毎
週
水
曜

　
日
、
全
８
回
。
時
間
は
い
ず
れ

　
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ

・
…
総
合
福
祉
会
館
▼
定
員
・
：
3
0

　
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：
無
料

　
▼
主
催
・
・
・
宇
治
ボ
ラ
ン
テ
″
ア

　
バ
ン
ク
▼
協
力
…
宇
治
市
う
っ

　
あ
協
会
婦
人
部
、
手
話
サ
ー
ク

　
ル
「
太
陽
」
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
宇

　
治
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
バ
ン
ク
（
豊

　
⑩
5
6
5
4
）
へ
。

　
ヂ
イ
ー
サ
ー
ピ
ス

　
総
合
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
る

テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
社

会
福
祉
協
議
全
一
（
豊
⑩
５
６
５

Ｏ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
⑩
0
8
5
7
）

へ
。

〈
陶
芸
教
室
〉

　
湯
飲
み
、
つ
ぽ
な
ど
、
個
性

豊
か
な
作
品
を
つ
く
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
▼
と
亨
・
毎
週
水
曜
日
の
午

後
１
時
１
４
時
と
第
―
・
第
３

土
曜
日
の
午
前
９
時
半
～
正
午

▼
指
導
・
・
・
老
人
陶
芸
サ
ー
ク
ル

▼
対
象
…
全
障
害
者
。

《
レ
ン
ズ
（
天
眼
鏡
）
操
作
訓
練
】

　
▼
と
き
・
：
５
月
1
7
日
困
、
2
1

日
間
、
2
4
日
團
、
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
１
時
半
～
３
時
半
▼
対

象
・
・
・
視
覚
障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
▼
指
導
…
高
橋
一
夫
さ
ん
、

久
保
ま
す
み
さ
ん
（
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
）
▼
参
加
費
…
無
料
▼
内

容
…
弱
視
者
用
の
レ
ン
ズ
な
ど

の
紹
介
、
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
の
弱
・

視
の
体
験
▼
申
し
込
み
締
め
切

り
日
…
５
月
1
5
日
側
。

〈
読
話
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
1
6
日
㈹
か
ら

１
１
一
月
1
9
日
叫
ま
で
の
毎
月
第
３

火
曜
日
、
全
７
回
、
午
前
９
時

4
5
分
～
正
午
▼
対
象
・
：
難
聴
者

と
そ
の
家
族
▼
指
導
・
：
片
山
高

さ
ん
（
大
山
医
院
・
き
こ
え
の

部
屋
室
長
）
。
▼
参
加
費
・
：
無
料

▼
定
員
・
・
・
2
0
人
▼
準
呑
叩
・
・
筆

記
具
▼
内
容
…
言
葉
の
ロ
形
、

短
文
の
聞
き
と
り
の
ほ
か
、
新

し
い
知
識
を
取
り
入
れ
る
▼
申

し
込
み
締
め
切
り
日
・
：
５
月
1
5

日
間
。

　
〈
料
理
教
室
》

　
▼
と
き
…
５
月
3
1
日
困
、
午

後
１
時
Ｉ
４
時
ず
指
導
…
四
方

幸
子
さ
ん
（
京
都
文
教
短
期
大

学
助
教
授
）
▼
対
象
・
：
難
聴
者

▼
準
備
品
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

き
ん
、
ふ
き
ん
▼
参
加
費
・
：
四

百
円
▼
申
し
込
み
締
め
切
り
日

・
：
５
月
1
7
日
困
。

※時間はいずれも午後1時半-4時

986

時
～
７
時
、
日
曜
日
は
午
前
1
0
時

～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
大
開
小
学
校

▼
対
象
…
小
学
校
４
年
生
以
上
▼

定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
電
話
で
市

民
体
育
課
（
Ｓ
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
気
功
特
別
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
５
月
１
１
一
日
閑
１
６
月

3
0
日
嵐
で
全
７
回
、
午
前
と
夜
間

▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民
館
ほ
か
▼

講
師
・
：
王
水
昌
さ
ん
（
咸
陽
市
陵

西
中
医
学
院
気
功
師
）
▼
会
費
・
：

月
三
千
円
▼
申
し
込
み
＝
・
神
谷
昭

三
さ
ん
（
Ｓ
⑩
0
1
9
8
）
へ
▼
主

催
：
市
太
極
拳
協
会
。
（
秘
書
課
）

　
家
庭
に
病
人
が
出
た
時
の
た

め
に
、
正
し
い
看
護
法
を
知
っ

て
お
き
た
い
人
、
現
在
、
家
庭

で
病
人
や
老
人
の
世
話
を
し
て

い
て
看
護
に
不
安
や
問
題
を
持

っ
て
い
る
人
。
家
庭
看
護
講
習

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

定ンニ倉場お下・
員タテコ･ り表内▼
ｉ　ｌ　イミ西▼の容日
20▼セユ小会とＥ程

　家庭看護講習会の日程表

人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：
無
料

▼
講
師
・
・
・
源
平
久
美
子
さ
ん
（

日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
）

▼
申
し
込
み
・
・
・
高
齢
者
福
祉
課

（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

11日 内　　　容
5 /23(幻 家庭に病人が出たら
5 '3(X心 体の動かし万･、排泄の世話
6; 2 泗 体のふきゐ･

6/13㈹病んの食事と藁
6/i収卜 T･一当てについて
6 /2(心 ＆ガとぼ'fi
6 '27次1 Hi'と反省
9 /121勾 老f-nの理解IB人の体)
9 /]≪肉 老乍剋の理解(老人のこころ）

9 /2≪幻 IKに松こりやすい病気とその乱曼

10/3 (･≪ 麗たき')名人石･,匂l）
1(1/131*) 宇治itiの寝たき')芒人施策
10/17(り 麗たきり包人乱.心）

　
訂
正
　
　
　
五
月
一
日
号
の

Ｉ
Ｉ
Ｌ
ド
趾
い

の
「
保
健
予
防
の
お
知
ら
せ
」
の

中
で
、
保
健
予
防
課
・
高
齢
者

福
祉
課
の
電
話
番
号
が
③
局
3

1
4
1
番
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
⑩
局
3
1
4
1
番
に
訂
正

し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

消費生活講座を開講

●
公
民
館
油
絵
サ
ー
ク
ル
合
同
展

●
ス
リ
ラ
ン
カ
民
族
衣
裳
絵
画
展

　
正
し
い
看
護
を

家
庭
看
護
講
習
会

ま

ぜ

る

な

危

険


	page1
	page2

